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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

皆さん、いかなる心持で新年をお迎えですか？

自身のビジネス人生を振り返った時に、形こそ変われど、常に危機と向き合ってきた感覚があります。
９０年代初頭の日本の不動産バブル崩壊時には、若手の貸付先フォロー担当として、市場暴落を目の当たりにしました。日本人の多く
は月に１０％もあがる国内不動産価格に疑問を感じず、海外が冷静に指摘していた通りのリスクが顕在化したのです。その時から “広
い世界から見よ！世間の常識を疑え！”が指針となりました。９７年ＬＴＣＭショックは２日間で２０円の劇的な円高を惹起しました。
為替課長として、数兆円相当の自社外貨建て資産がどれだけ棄損されるか、考えただけで胃が痛くなりました。でも “プロはうろたえ
ない・・危機時こそ突き抜けた冷静さ” と自らに発破をかけ、優秀な部下と共に相場と向き合いました。その後も、米国法人社長とし
て同時多発テロ、巨額損失を計上した金融グループの新任日本代表としてリーマンショック等々、危機の連続でした。その都度、必死
にもがきあがいたからこそ、心臓の鼓動まで含めて今も鮮明に記憶しています。
ただ、昔の仲間と雑談していると、経験は既にセピア色だとおっしゃる方もいます。その差は、“言語化” から生まれるのではないか？
と考えています。元々危機のたびにノートに感情や学びを走り書きし、後進に語ったりしてきました。
 いまＥＡＴ現役生に、「コロナショックから何を抽象化するか？ワンワードで示してみよう」と働きかけるのは、危機の記憶と学びを
刻印して欲しいからです。因みに私は、“日々是好日”、“本来無一物” などの言葉が頭をめぐっています。そんな思いから、通学の許
されぬ大学生に向けて「次世代キャリアとお金の考え方講座」を、ＥＡＴご講師や卒業生と共にボランティアで始めたのです。教えな
がら教わっているのはいつも通り・・ありがたいことです。危機から何を学びどう行動するのか、いつも考えています。
今回ご多忙のなかご寄稿くださった大西康之氏（元日経新聞社編集委員、現フリー・ジャーナリスト）は、生徒の皆さんはご承知の通り、
徹底した取材と言語化の力で、人を魅了し続けてきた方です。『起業の天才！　江副浩正８兆円リクルートを作った男　ジェフ・ベゾ
スはこのヤバい日本人の「部下」だった』が、１月２９日に東洋経済新報社より発売されます。
皆さんが同本からいかなるワンワードを引き出すのか、今から楽しみです。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

いつ始めても
遅すぎることはない。
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広い世界を見よ！
世間の常識を疑え！
コロナが長期化する中、重苦しい気持ちの方も、
ピンチはチャンスと張り切っている方もいるでしょう。
どちらにせよ、健康第一、自身の限界を越えないよう十分ご注意ください。

危機の記憶と学びを言語化して、刻印する。



日本経済の成長は
なぜ止まってしまったのか。
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。

経済ジャーナリスト
大西　康之　氏
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コロナ禍はもうすぐ一年間経ちます。
全世界で色々な大変ことも起こりました。でも、そんな状
況があるこそ、心の強さをさらに強くなったり、忘れたこ
とを思い出されたり、自分にとって本当に大事なことを気
づいたりしました。
そして、今日みんなはニューノーマルを向き合っているの
を見て、今後も世界がどんどん変わっていくだろうかと思っ
て、より良い自分を目指して学び続きたいです。
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※9/14　の ZOOM での打ち合わせ画像を掲載予定

EAT Business School
起業家プロジェクト

（企業内起業含む）

B-EAT

12 月 20 日（日）12～ 17 時の長丁場でしたが、現役大学生（起業家クラブ所属）
を含む 6 名が参加しました。岡村先生による起業経験談、起業イメージの意見交換
など、有意義な時間となりました。起業と言っても考えは多岐に亘ります。岡村先
生の経験談や大学生を含めた幅広い年代の意見交換によって多くの気づきや考えが
得られました。特に大学生の起業イメージには海外も視野に夢を感じました。非常
に有意義かつ濃密な時間でした。

※文筆　B-EAT東京 4期幹事　清古康之
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東洋経済新報社より
2021年 1月 29日
発売予定
電子書籍も同時発売。


